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11 セルの選択
「Rangeオブジェクト」を使って、セルを操作しましょう。

Chapter STEP2
セルを操作する55

■「八月度へ」プロシージャ

1. Sub 八月度へ（）

2. Worksheets("八月度").Select

3. Range("A1").Select

4. End Sub

■プロシージャの意味

1. Sub 八月度へ（）

2. シート「八月度」を選択

3. セル【A1】を選択

4. End Sub

1 セルを選択するプロシージャ
セルを選択するプロシージャを作成しましょう。

q「八月度へ」プロシージャを次のように編集します。

Sub 八月度へ（）

Worksheets("八月度 ").Select

Range("A1").Select

End Sub

※コンパイルし、上書き保存しておきましょう。

「八月度へ」プロシージャを編集し、シート「八月度」に切り替えたときにセル【A1】が選択さ

れるようにしましょう。
※VBEに切り替えておきましょう。

■Rangeプロパティ

セル番地を表すRangeオブジェクトを返します。

構 文 Range（"セル番地 "）

例：セル【B2】を返す

  Range（"B2"）

例：セル【B3】とセル【C5】を返す

  Range（"B3,C5"）

例：セル範囲【B2:C5】

  Range（"B2:C5"）
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2 動作の確認
Excelに切り替えて、プロシージャの動作を確認しましょう。
※Excelに切り替えておきましょう。

qシート「商品一覧」を選択します。

w「八月度へ」プロシージャを実行します。

シート「八月度」のセル【A1】が選択されます。

Point!Point! 自動メンバ表示機能
コードウィンドウでは、オブジェクト名を入力すると自動的に選択可能なメソッドやプロパティをドロップ
ダウンリストに表示し、選択するだけで入力できる機能があります。これを「自動メンバ表示機能」といい
ます。
自動メンバ表示機能は、オブジェクト名のあとにピリオドを入力すると実行されますが、リストが表示され
ない場合やオブジェクト名もリストから入力させたい場合は、 + （スペース）を押して入
力候補を表示することができます。リストから入力するには、入力したい項目を選択し を押します。




